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藤抄己環境う璽動1=行民〕室絡会議麦

〃〆（略称藤沢エコネット）
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主i･武田研究所排水問題で市長への質問と回答i
なi･藤沢の大気汚染状況 i事務局〒252-0816藤沢市遠藤849－9青柳
記i･石川丸山谷戸の自然を満喫 i a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）
事i･藤沢エコネツト2008年度活動報告等 i http:"Comc･mjcaapc.org/econet/
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『低炭素都市藤沢をめざそう」 一一一
一

一ふじさわ環境フェアに期待する－

6月5日は｜世界環境デー」です，我が国では6月を環境月間と定め，全国で様々な

催しが取り組まれます．今年の「ふじさわ環境フェア」は，市民団体・行政・企業・学
校（小，中，大学）62団体が参加して，「環境問題の答え,一緒にさがしてノ｣をテーマ
に，6月27(土)，28日（日）に藤沢市民会館･奥田公園多目的広場で行われます（詳しく
は｢広報ふじさわ｣5月25日号に）．

これまで私たちは，化石燃料に頼り，二酸化炭素を大量に排出する生活を送ってきま

した．地球温暖化を抑止するためには，身近なところからライフスタイルを見直すこと

が必要です．

地球温暖化に立ち向かうため, 2020年までに温室効果ガスの排出を90年比でど

れくらい削減していくのか.排出削減の中期目標に関する議論がヤマ場を迎えています、

政府の検討委が示した6案について，意見が真っ二つに割れています．

地球規模の危機を避けるためには，産業革命前からの気温上昇を2℃以内に抑えなけ

ればなりません．その為には先進国全体で90年比25～40％の温室効果ガスの削減

が必要です. IPCCの報告書は，政策決定者に向けて出されたものです．政府並びに自治

体関係の政策決定に係わる全ての方々に心から訴えます．日本の環境対策技術を活かす

野心的な目標を掲げ，世界をリードできるようにして行こうではありませんか．ふじさ

わ環境フェアに多くの市民の皆さんが集い，「環境問題の答えを一緒にさがし」ながら

12月，コペンハーゲンで開催される｢COP15｣に向けて，「低炭素都市藤沢｣をめざして

前進することを期待して止みません．

藤沢市の環境基本計画では，2010年度までに6％削減（1990年比）を目標に

しています．エコネットは昨年の環境フェアを契機に地球温暖化防止研究プロジェクト

を立ち上げ昨年9月には，環境保全課の担当者を講師に学習会を持ちました．以後，1
年が経とうとしています．現状はどうなっているのだろうか？

ふじさわ環境フェア協賛行事として「低炭素社会へ子ども達の未来のために－地

球温暖化抑止とオバマ環境政策一」の講演会を企画し，これからの世界と日本の地球温

暖化抑止対策はどう変わるかを探ります． （宮地俊作）
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